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〈編集後記〉
前号よ り編集委員 に加えて頂 きました理学部の音 と申します。愛読者の皆様のお役に立つ紙面 にな り
ます よう微力ながら精一杯頑張 らせて頂 きたいと思 います。また、寄稿をお願いに伺いました際 には何
卒 よろ しくお願 い致 します。
さて、本誌の 「研究 ノー ト」は、第一線で活躍 されている先生方に研究の トピックスをご紹介頂 く低
温セ ンターだ よりの 目玉商品で、本号 もすば らしい力作4編 でお送 り致 しました。
まず、後藤先生にはタソパク質の立体構造が作 られ る過程の研究 をご紹介頂 きました。複雑な反応 を
折 り紙にたとえて、その折 り方によって タソパク質の機能や性質が全 く異なることなどを、素人の私 に
もとても分 かりやす く説明されています。清水先生 には 「空気の ような」 と形容され るほ ど身近 な酸素
が、極低温 ・超高圧 の極限状態では超伝導 になるとい う世界初の研究成果を ご紹介頂 きました。関連す
る極低温 ・超高圧下 の磁気測定装置の詳 しい記事が本誌75号 および88号 にあ ります。 さらに、古川
先生にはDNAの ア ミノ酸分子 の構造を低温下STMで観察 され、適当な環境 で観察す ると2次 元超構造
がで きること、上田先生には放射線照射下の超高温環境での真空容器の内壁 として用いられる炭素材が
失われる過程の研究 をご紹介頂 きました。お忙 しい中執筆頂 きました先生方に深 く御礼申 し上げます。
この他、低温セ ンターだよりでは 「技術 ノー ト」、「実験 メモ」 など、実験 を進め る上でのノウハ ウな
ど論文には出て こない 「技」 についてのお話 を募集 してお りますので、ぜひお近 くの編集委員まで ご連
絡下さい。
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表紙説明:DNA配列から生成 され るア ミノ酸配列は1次元構造であるが、 これが フォールデ ィン
グしてたんぱ く質となると3次元構造 に変化する。 アポミオグロビンの場合、このフォー
ルディング過程 は、枠組みを形成する中間状態を経て、周辺部は最後 に形成 され るこ
とが知 られている。 これは家造 りの順序に似ている。(本文p。3参照)
